
 

      の人権

     

 学  

  学校４年生 年生、中学生 

  

自分にとっての たり が、他の人にとっては必 しもそうではないことに気づき、ちがいを認め、

共に生きる 文化共生の心を育む。 

 の 

 ワークシート 

 や の ー （ で う や のもの） 

  

令和４年 月 現在、神 における 基本 上の 人 は222 0 人で ・ は 

2 となっています。 感染 の 行の 等 ら、 し がみられたものの、

・ ともに に くなっています。 が 加する中で、 様な文化や の いを理

解し、認め合うことのできる人権感覚を児童・生徒に育成することが大切です。 

このワークでは、 の学校の様 や 生活の様 を参考にしながら、自分自 の たり の感覚

を つめなおすことで、 なる文化とのつながりがある ちと、どう関わるとよい を考える 会と

します。自分の の文化と の文化の共通 や相 に し、 向きに理解していこうという意識を

め、 文化の中で共生していこうとする意識を育てていきます。

  た  

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「ワー じ んけん」 

・様々な や の け でじ んけ

んに する。 

・ク の児童・生徒 に応じて

け を める。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・ク に につながりのある

児童・生徒が在 している場合

には、その のじ んけん

を取り上 るとよい。 

・ ち けにこ わら 、 く

活動することが目的であること

を える。 

・ や の

ー  

（ 示 ） 

 

・自分にとって たり に行っているじ んけんについても、 では様々なやり方が

あり、ちがいがあることに気づく。

・  「가위、 바위、보 （ 、 、 ）」 

・  「     2  3   

（ ク、 ー ー、シ ー ワ ー ー 」 

・中  「 、 、 （シート 、 、 ）」 

・  「 、 、 シ ー 、シ 、 」 

・ シ  「 （ ー）」

（ ） 

39



 

展開 

学校

30分 

中学校

3 分 

ク （ 30分、中3 分）

「ちがいをみとめ、みんなで生活

しよう」

ク  

の学校生活のク をしながら

本の学校との いに気づく。 

 学 教科、 間 、持ち 、 、

、 、行 、 、義 教育

の 間など 

自分が の学校で生活することに

なったら、実際に に りそう を

考える。 

ク  

示された学校生活の場面 ら

につながりのある児童・生徒に し

どのように関わることができる 考

え、ワークシートに く。 

人で考えたことを ー で共

する。 

示された学校生活の場面の きを

く。 

自分はどのような支 ができる

（行動をとる ）考える。 

・ク に につながりのある

児童・生徒が在 している場合

には、その の学校の様 をク

にする。その際、 児

童・生徒と相 の上、本人を

者とするなど活 の場とする

とよい。（参考資料） 

・ 本との いのみではなく、な

そのような いがあるの 、

本と の 方の文化のよさ

やおもし さに れる。 

・ の い等 ら、い い な

意 が ることが される

が、 く れる 度にとどめ

る。 

・ワークシートを する。 

・参考資料を み せる。 

・ 間指導で活動の様 を確認

し、 くことができていない児

童・生徒には で き取るよ

うにする。 

・３、４人 度の ー で意

ができるようにする。 

・その の文化や 教上の理由で

をしている場合があるこ

とを知る。 

・考えたことを ー 、または

全体で共 する。 

・参考資料 

・ワークシート 

・参考資料 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・学習の り えりをする。 

・ をとおして児童・生徒 ら

された考えや記 をもとに、

ねらいをおさえ、まとめる。 

参考資料など  

「 の学校を てみよう 」 省 ー ー   

「 の学校生活を べてみよう 」 会社明 ー ー  

・自分にとっては たり と感じていることは、文化や生活環境 ら一人ひとり な

っていることに気づく。

・自分の の文化と の文化の共通 や相 に し、 向きに理解していこうと

いう意識を め、行動することが大切である。
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ワークシート 

（  ）年（  ）組（  ）   

らの 校生 さんが をして 校してきました。どのような関わり方ができる

考えてみまし う。 

あなたは、 をして 校してたことに気がつきました。あなたはどうします 。 

そう考えたのは、どうしてです 。 

生のお を いて、あなたが さんのためにできることは 

でし う 。 

り えり 

 の学習をとおして、気づいたことや感じたこと、学ん ことについて きまし う。 

ちがいをみとめ、みんなで生活しよう 

に気づいたあなたは、どうします  
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参考資料 

年度

本では、 年度が４月 ら まります。では、次の は 年度は 月 ら まるでし う 。 

 え 

ー ト   月     ３月    月    月 

学 教科

本の 学校で する は までが一 的ですが、 の学校ではいくつまででし う 。 

  0 0 2 2  え 2 2 

では、 ではどうでし う 。 

 2 2    え  

中で、様々な が行われています。次のうち、本 にある はどれでし う 。 

  環境    本      

え すべて正解   （ ） 環境（ ）  

（ ー ー ） 本 （ ー ト ） 

間

シ では、学校は に まるでし う  

え    生徒の くは ４ 30 分のお り ら が まります。 

には、 やおやつが になっている がある。 。 

え   ーでは、学校が ら までで、 の が る学校があります。 

        では、 がない わりに、 0 におやつが る学校があります。 

 本の学校は、土 と が みの となっています。では、次の の みは でし う 。 

   え と     ー ー   え と土  

義 教育の 間

 本では 学校は 年間ですが、次の の 学校は 年間でし う。 

 シ   え ４年間      え 年間    ト   え 年間 

ク ク  

「 の学校生活のク をしながら、 本の学校との いに気づく」 
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ある 、ク に 校生が ることになりました。その 校生は の で、 らや

ってきます。 

「どんな がくるの う 」「どんな を すの な 」「 よくなるにはどうす

ればいいの な 」ク のみんながわくわくした気持ちになっていました。 

の会に、 の 生といっし に、 ト らの 校生「 さん」がやってきまし

た。 の 生 ら、ク のみんなに「 さんはま 学校のことがわ ら い い と

大 う ら、みんなで教えてあ たり、助けてあ たりしていきまし う。」と が

ありました。 

その 、あることに気づきました。なんと、 さんの には がついているではあ

りません 。学校で をつけているのは さん けです。 

に気づいたあなたはどうします 。 

では、その の文化や 教上の理由で をしている場合があります。 えば

トでは、 けの意 で ち んに をするということが一 的に行われている

そうです。 

トでは、生 目に ー と ばれる 生 いを行い、 づけとともに

の あけをします。これは、 や で 大に う となります。 の一環と

して につけた は、とても大切なものとして認識されています。 

ト の では、 が 教的な文化で 児 ら を につける習 が

あります。 

他にも、 や 、 など くの において どもの ら

を につける文化があります。 

には、生まれた に ら ってもらった を っと につけ、成 していく

という が存在するのです。 

ク 学校生活の 示

「 示された学校生活の場面 ら につながりのある児童・生徒に しどのように

関わることができる 考え、ワークシートに く。」 

ク 学校生活の 示

「 示された学校生活の場面の きを く。」 
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